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1013
コ ン ポス ト化過程で PCL を分解する 酵素リパ ー ゼの 測定

　　　　　　　　　（静岡大 ・工 ）　 中崎清彦 ・○佐藤 憲明 ・新村京子

〔日的〕生分解性 プラス チ ッ クの 1つ で ある ポ リカプ ロ ラク トン （以下 、PCL ）は リ

パ
ーゼ の 作用で オ リゴ マ ー を経て モ ノマ ー まで 分解 （

一
次分解） され 、最終的には微

生物に取 り込 まれて炭酸ガス と水 に まで分解 （完全分解） され る 。 本研究で は、コ ン

ポス ト化過程 にお ける リパ ーゼ の 活性変化を経時的に測定する とと もに 、 完全分解の

結果生 じる炭酸 ガス発生量 の測定 と合わせ て PCL の 分解過程を検討す る こ とを目的と

した 。

【方 法】 コ ン ポス ト原 料 と して ドッ グフ
ー ド、お が くずお よ び種菌 を乾燥重量比で

10 ： 9 ； 1に混合した もの と、 こ れに PCL を ドッ グフ
ー ドの 乾燥重量と同量添加 した も

の を用 いた e 炭酸ガス 発生量 は、回収した排気ガス の 炭酸ガス 濃度 と体積か ら求め、

リパ ーゼ活性は、装置中の コ ン ポス トの 全量 を用い て 分析 した 。 リパ
ーゼ活性の定量

には ，発色反応を利用 した リパ ーゼ定量試薬を使用 した 。

【結果〕 PCL の完全分解 は コ ン ポス ト化 開始後80時 問目付近か ら開始さ れ、完全分解
率 はコ ンポス ト化 192時間で 約60％に達 した 。 リパ ・一ゼ活性 も80時間目付近か ら大きく

な り始め 、PCL の
一

次分解 と完 全分解の 開始は ほ ぼ一
致 した。
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1014 シル ク分解微生物の 土 壌か らの 単離とそ の ポ リ乳酸分解 性の 検討

（（株） トクヤマ 、 ＊ 生命研）金野真理子 、●西 田治男、常盤　豊
＊

【目的】最近 、 生分 解性材料 と して 注 目を浴びて い る ポ リ乳 酸 は、Proteinase− K の よ

うな プロ テ アーゼ に よる酵素分解が報 告されて い る 。 こ の こ とは、ポ リ乳酸がタ ンパ ク

質 類似基質 と して みな され て い る こ と を示唆 して い る。ポ リ乳酸 の モ ノ マ
ー

ユ ニ ッ ト構

造 に類似 し たア ラニ ンを主成分 とする タンパ ク質 と して 、シ ル クが知 られて い る ． こ の

シル ク とポ リ乳酸 と の 関連性 を検証 する た め、土 壌 中よ りシ ル ク分解微 生物 を単離 し、

そ の 微生物による ポリ乳酸分解性 を検討 した。

【方法及び結果】培地 と して Yeast　Extract　100ppm を含む無機 塩培地に シル クパ ウダ
ー を微分散 さ せ た 固体培 地 を用 い て 、ク リア ゾー

ン法 によ りシ ル ク分 解微生物 を単離 し

た ．分解活性 の 高 い も の （KT − S−9株） は、 7 日 日にク リア ゾ
ー

ン を形成 した 。 シル ク

パ ウダー を基質 と した液体培養系 にお いて 、 その 重 量は、 7 日で 約75％、32 日で 約 80％

の 減少 が確認 され た。 こ の シ ル ク分解微生物 をポ リ乳酸 を微分 散 させ た 固体培地上 に接

種 した と こ ろ、明 らか に ク リア ゾー ンの 形成 が確認 され た 。従 っ て 、 こ の シ ル ク分解微

生物は、ポ リ乳酸分解能 をも持つ こ と がわか っ た。
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